
し
く
冠
水
す
る
な
ど
の
問
題

が
頻
発
し
て
い
る
。
伊
勢
原

市
を
選
び
、
住
ん
で
い
る
市

民
が
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う

に
、
そ
し
て
、
今
後
新
た
に

選
ば
れ
る
ま
ち
と
な
る
よ
う

な
環
境
整
備
を
引
き
続
き
強

く
要
望
す
る
。

　

課
題
は
山
積
し
て
お
り
、

財
政
も
厳
し
い
状
況
で
は
あ

る
が
、
萩
原
新
市
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
全
職
員
、

市
民
、
そ
し
て
市
議
会
議
員

も
含
め
、
オ
ー
ル
伊
勢
原
で

諸
課
題
に
取
り
組
み
、
こ
の

難
局
を
乗
り
越
え
、
今
後
発

展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
、

賛
成
討
論
と
す
る
。

　

令
和
５
年
度
の
国
内
経
済

は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
社
会

経
済
活
動
の
正
常
化
が
進
み

つ
つ
あ
る
中
で
、
穏
や
か
に

持
ち
直
し
が
期
待
さ
れ
た
も

の
の
、
世
界
的
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
食
料
価
格
の
高
騰
や
、

欧
米
各
国
の
金
融
引
き
締
め

等
に
よ
る
景
気
後
退
懸
念
な

ど
、
我
が
国
の
経
済
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
さ
が
増
し

た
１
年
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
下
で
の

本
市
の
令
和
５
年
度
決
算
は
、

第
６
次
総
合
計
画
前
期
基
本

計
画
の
初
年
度
で
あ
り
、
変

化
の
激
し
い
時
代
に
的
確
に

対
応
し
た
市
政
運
営
が
求
め

ら
れ
る
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
丁
寧
に
対
応
し
、
市

民
の
暮
ら
し
や
す
さ
と
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

な
が
ら
、
地
域
経
済
、
市
民

６
次
総
合
計
画
の
初
年
度
に

お
け
る
施
策
を
推
進
す
る
た

め
に
編
成
が
な
さ
れ
た
。

　

子
育
て
世
代
へ
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
策
や
情
報
発
信
、

教
科
担
当
制
や
少
人
数
学
級

の
拡
充
、
指
導
補
助
員
の
増

員
や
小
学
校
等
の
ト
イ
レ
改

修
な
ど
の
教
育
環
境
の
充
実
、

伊
勢
原
の
地
域
資
源
と
な
る

文
化
財
や
日
本
遺
産
ブ
ラ
ン

ド
の
情
報
発
信
等
、
計
画
的

か
つ
効
率
的
な
事
業
の
執
行

に
よ
り
所
期
の
目
的
が
達
成

さ
れ
た
も
の
と
評
価
す
る
。

　

髙
山
市
政
の
総
括
を
す
る

と
、
景
気
動
向
の
時
流
に
上

手
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
財

政
再
建
を
果
た
し
つ
つ
、
産

業
基
盤
の
創
出
な
ど
、
雇
用

や
税
収
の
確
保
と
い
う
将
来

に
向
け
た
種
ま
き
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
一
方

で
、
事
務
事
業
の
見
直
し
や

職
員
の
定
員
管
理
施
策
等
、

小
さ
な
政
府
、
小
さ
な
行
政

を
施
行
し
た
こ
と
に
よ
る
さ

ま
ざ
な
課
題
や
弊
害
も
現
れ

た
３
期
12
年
間
の
道
の
り
だ

っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い

か
。
新
た
に
就
任
さ
れ
た
萩

原
市
長
が
髙
山
市
政
を
ど
う

継
承
し
、
ど
う
萩
原
色
を
打

ち
出
し
て
い
く
の
か
、
市
長

の
言
わ
れ
る
市
政
を
運
営
か

ら
経
営
と
い
う
政
治
信
条
に
、

議
会
も
市
民
も
大
い
に
注
目

　

令
和
５
年
度
の
市
民
生
活

を
決
算
資
料
か
ら
見
る
と
、

有
効
求
人
倍
率
の
低
下
、
年

金
受
給
額
の
減
少
、
所
得
格

差
の
拡
大
、
こ
う
し
た
中
で
、

物
価
高
騰
が
市
民
の
暮
ら
し

を
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
に
し

て
お
り
、
伊
勢
原
市
と
し
て

市
民
生
活
を
支
え
る
予
算
と

な
っ
て
い
る
か
が
問
わ
れ
た
。

　

歳
入
で
は
、
県
内
16
市
中
、

１
人
当
た
り
市
税
額
は
県
内

平
均
で
、
財
政
力
指
数
は
県

内
平
均
よ
り
高
い
状
況
で
あ

り
、
実
質
公
債
費
比
率
は
２

位
で
あ
る
も
の
の
、
将
来
負

担
比
率
は
28
．
６
％
と
な
っ

て
い
る
。
歳
出
で
は
、
県
内

16
市
中
、
市
民
１
人
当
た
り

の
額
は
民
生
費
13
位
、
衛
生

費
13
位
、
教
育
費
が
15
位
で

あ
っ
た
。
特
に
教
育
費
は
県

内
ワ
ー
ス
ト
２
位
、
い
か
に

子
ど
も
や
教
育
に
お
金
を
か

け
て
い
な
い
自
治
体
か
が
表

れ
て
い
る
決
算
で
あ
る
。
全

国
の
自
治
体
で
見
れ
ば
、
本

市
は
、
財
政
は
上
位
に
入
る

状
況
だ
が
、
施
策
に
つ
い
て

は
い
ま
だ
に
昭
和
型
の
企
業

誘
致
や
道
路
行
政
、
開
発
施

策
を
推
し
進
め
、
子
育
て
・

教
育
施
策
が
後
回
し
に
な
り
、

そ
の
結
果
、
近
隣
市
で
も
後

れ
を
と
る
状
況
と
な
っ
て
い

る
。

　

限
ら
れ
た
予
算
、
ま
た
、

国
か
ら
の
急
な
制
度
変
更
へ

の
対
応
な
ど
、
現
場
は
振
り

回
さ
れ
大
変
な
面
も
あ
る
。

そ
の
中
で
、
職
員
の
努
力
に

よ
り
個
々
の
事
業
で
評
価
で

き
る
点
も
あ
る
が
、
髙
山
前

市
長
の
予
算
に
対
す
る
姿
勢

や
取
り
組
み
、
配
分
や
優
先

順
位
な
ど
、
総
体
と
し
て
市

民
本
位
と
な
っ
て
い
な
い
と

判
断
し
、
反
対
討
論
と
す
る
。

　

令
和
５
年
度
は
、
物
価
高

が
継
続
す
る
中
、
特
に
子
育

て
施
策
の
充
実
や
伊
勢
原
大

山
イ
ン
タ
ー
土
地
区
画
整
理

事
業
等
の
新
た
な
産
業
基
盤

の
創
出
な
ど
、
本
市
の
未
来

へ
の
投
資
を
進
め
、
暮
ら
し

や
す
さ
実
感
都
市
伊
勢
原
の

実
現
に
向
け
て
、
ま
た
、
第

と
期
待
を
し
て
い
る
。
今
後

も
、
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
下
、
庁
内
一
丸
と
な
り
、

さ
ら
な
る
市
政
発
展
に
取
り

組
ま
れ
る
こ
と
を
要
望
し
、

賛
成
討
論
と
す
る
。

　

令
和
５
年
度
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
５

類
移
行
に
よ
っ
て
行
動
制
限

が
な
く
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
が
再
開
さ
れ
た
。
ま
た
、

第
６
次
総
合
計
画
の
初
年
度

と
し
て
、
次
な
る
ま
ち
づ
く

り
へ
向
け
た
各
施
策
の
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
た
１
年
で

も
あ
っ
た
。

　

苦
し
い
決
算
内
容
で
あ
っ

た
も
の
の
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
整
備
に
よ
る
入
所

待
機
者
の
低
減
、
妊
産
婦
健

康
診
査
等
の
助
成
額
の
増
額
、

ま
た
、
小
児
医
療
費
助
成
事

業
と
し
て
中
学
３
年
生
ま
で

の
医
療
費
の
所
得
制
限
撤
廃

な
ど
、
レ
ベ
ル
の
底
上
げ
に

資
す
る
取
り
組
み
が
あ
っ
た
。

先
行
す
る
他
市
に
比
べ
る
と

物
足
り
な
い
と
こ
ろ
で
は
あ

る
が
、
一
歩
ず
つ
で
も
着
実

に
前
進
し
た
と
評
価
す
る
。

　

ま
た
、
治
水
対
策
と
し
て
、

雨
水
矢
羽
根
第
１
―
１
幹
線

の
整
備
、
公
共
下
水
道
事
業

と
し
て
伊
勢
原
大
山
イ
ン
タ

ー
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内

や
上
粕
屋
田
中
地
区
の
未
普

及
対
策
が
進
め
ら
れ
た
一
方
、

市
内
各
所
の
既
存
の
下
水
道

老
朽
化
は
大
き
く
進
行
し
て

お
り
、
石
田
地
区
で
は
大
雨

時
に
下
水
が
吹
き
返
す
、
激

の
健
康
、
安
心
安
全
を
確
か

な
も
の
に
す
る
た
め
、
尽
力

さ
れ
た
職
員
に
感
謝
申
し
上

げ
る
。

　

今
後
は
限
ら
れ
た
財
源
の

重
点
的
、
効
率
的
な
配
分
に

努
め
、
徹
底
し
た
経
費
削
減

を
図
り
な
が
ら
、
本
市
の
50

年
、
１
０
０
年
先
を
見
据
え

た
投
資
を
進
め
る
と
と
も
に
、

子
育
て
支
援
、
教
育
環
境
の

整
備
、
高
齢
者
、
障
が
い
者

福
祉
の
充
実
、
さ
ら
に
は
防

災
・
減
災
対
策
な
ど
、
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
た
だ

く
こ
と
を
要
望
す
る
。

　

そ
し
て
、
職
員
の
力
と
知

恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
の
常
識
か
ら
脱
却
し
、

特
に
20
代
、
30
代
の
職
員
の

大
胆
な
発
想
や
、
時
代
を
先

取
り
す
る
概
念
を
取
り
入
れ

る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
成
果
を
生
み
出
せ
る
と
強

く
確
信
し
、
職
員
一
人
一
人

の
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
期

待
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

　

令
和
５
年
度
の
社
会
情
勢

を
見
る
と
、
イ
ン
フ
ラ
や
災

害
対
策
、
人
手
不
足
、
デ
ジ

タ
ル
化
の
推
進
に
対
す
る
着

実
な
推
進
と
評
価
が
求
め
ら

れ
た
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化

や
人
口
減
少
に
伴
う
収
入
減

へ
の
対
応
の
中
で
、
持
続
可

能
な
財
政
運
営
に
向
け
た
取

り
組
み
が
ど
の
よ
う
に
反
映

さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
課
題
は
長
年
に
わ

た
り
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、

今
こ
そ
目
指
す
べ
き
ゴ
ー
ル

を
明
確
に
し
、
具
体
的
な
行

動
を
と
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

収
入
の
安
定
化
に
は
、
既

存
の
財
源
の
確
保
と
と
も
に
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
伴
う

新
た
な
収
入
源
の
創
出
が
不

可
欠
で
あ
る
。
単
な
る
支
出

抑
制
で
は
な
く
、
限
ら
れ
た

財
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、

市
民
生
活
の
向
上
を
目
指
す

も
の
で
あ
る
。
財
政
状
況
の

厳
し
さ
や
少
子
高
齢
化
の
進

行
と
い
う
現
実
の
中
で
、
全

国
の
自
治
体
が
選
ば
れ
る
ま

ち
を
目
指
し
て
い
る
。
本
市

は
何
を
優
先
し
、
何
に
注
力

し
て
い
く
の
か
を
明
確
に
す

る
時
期
に
来
て
お
り
、
ま
さ

に
本
市
に
と
っ
て
の
転
換
期

と
言
え
る
。

　

令
和
５
年
度
の
決
算
を
見

る
と
、
お
お
む
ね
所
期
の
目

的
を
達
成
し
、
市
政
の
進
展

が
見
ら
れ
た
も
の
と
評
価
す

る
が
、
今
後
の
市
政
運
営
に

当
た
っ
て
は
、
本
市
の
人
、

物
、
財
源
、
情
報
を
最
大
限

に
生
か
し
、
市
民
を
巻
き
込

ん
だ
大
胆
な
発
想
と
新
し
い

概
念
の
立
案
と
実
行
を
期
待

す
る
。
そ
し
て
新
し
い
体
制

の
下
、
新
た
な
方
向
性
を
示

す
こ
と
に
期
待
を
込
め
、
賛

成
討
論
と
す
る
。

３　第217号 令和７年（2025年）２月１日い せ は ら 議 会 だ よ り

日
本
共
産
党

　
　
　
勝
又
　
澄
子

い
せ
は
ら
未
来
会
議

　
　

森
尾
　
武
史

反
　
対

賛
　
成

い
せ
は
ら
為
成
会

　
　

舘
　
　
大
樹

こ
こ
で
の
討
論
と
は
、

本
会
議
に
お
い
て
、
採

決
の
前
に
、
議
題
と
な

っ
て
い
る
案
件
に
対

し
、
賛
成
か
反
対
か
、

自
己
の
意
見
を
表
明
す

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

12
月
定
例
会
で
は
、
令
和
５
年
度
一
般
会
計
・

特
別
会
計
決
算
に
関
す
る
議
案
を
採
決
す
る
前

に
、
５
人
の
議
員
が
会
派
を
代
表
し
て
反
対
・

賛
成
の
意
見
を
述
べ
ま
し
た

　

　

　

公
　
明
　
党

　
　

今
野
　
康
敏

進
　
風
　
会

　
　

荻
野
　
貴
文

令和５年度各会計決算総括表

会　　　　　計

一 　 般 　 会 　 計

５年度決算額 対前年度
伸率（％）

63億5,719万3,253円

361億8,043万1,262円

15億9,111万5,835円

80億7,170万6,062円

1億2,161万3,223円

193億2,617万8,343円

18.1％

－1.1％

9.2％

5.7％

－0.1％

3.2％

公共下水道事業会計

後期高齢者医療事業

介　護　保　険　事　業

用　地　取　得　事　業

特 　 別 　 会 　 計

95億4,174万3,223円 0.4％国 民 健 康 保 険 事 業

※下水道事業は、９月定例会において審議しました。


